
項番 区　分 該当ページ 質 問 事 項 回　　答

1 仕様書 第５及び６ ２ページ

過去３年以内にセンターが実施した同様の調査の
回答者を除外するため、過去調査の対象者を識別
できる情報は提供されますか。提供されない場
合、自社・提携先のモニターについて照合可能な
範囲で除外する運用でよろしいでしょうか。

過去３年以内にセンターの認知度調査を受け
たことがあるか否かを確認する内容を質問し
ていただき、少なくとも「ある」と回答され
た方は除外していただくことを想定していま
す。

2 仕様書 第８ ３ページ

全国調査と若年調査を合わせて「40項目程度」と
ありますが、集計対象となる設問数と、作成する
集計表・分析項目数のどちらを指しますか。クロ
ス集計の軸及び表の想定数もご教示ください。

集計対象となる設問数を指します。昨年のク
ロス集計の軸及び表の数は、表側13項目×表
頭20項目であり、今年度も同程度の想定とな
ります。具体例としては表側：性別（男性、
女性、不明・その他）×表頭：相談機関・窓
口認知（相談機関は複数あり）となります。

3 仕様書 第９ ４ページ

性別・年代・地域構成によるウェイト補正につい
て、母集団構成比、地域区分及び算出方法はセン
ターから指定されますか。また、ウェイト補正前
後の集計表の両方が必要でしょうか。

算出方法は、センターと協議の上決定するこ
とを想定しています。
また、納入については、仕様書記載のとお
り、「クロス集計については、性別、年代及
び地域構成を基にウェイト補正を行ったも
の」となります。

4 仕様書 第７ ３ページ

見積のため、前年の調査票又は設問形式の目安を
ご提示いただけますか。各調査約30問に、マトリ
クス設問、自由回答、画像・動画の提示等は含ま
れますか。

設問は、マトリクス設問、自由回答・画像動
画の提示を含みます。
なお、調査票は公表しておりません。

5 仕様書 第11 ５ページ

「本件調査と同規模又はそれ以上の規模」の実績
は、１回当たり4,500サンプル以上、若年調査を
含む4,900サンプル以上、又は地域・年代別の割
付等を含めた判定のいずれでしょうか。

全国を対象とした調査において、１回あたり
4,500サンプル以上であれば該当すると考えま
す。

6 仕様書 第11及び15
５～６
ページ

国内モニター500万人超の算定に提携会社のモニ
ターを使用する場合、その提携会社による回答者
募集・配信は再委託に該当しますか。該当する場
合、事前申請・承認が必要となる業務範囲をご教
示ください。

再委託に該当するか否かや申請が必要になる
業務範囲等については、個別の事情等も踏ま
え判断いたします。
なお、再委託予定金額の割合については、原
則２分の１未満です。

7 仕様書 第９ ４ページ

納入期限の起算日となる「調査の実施時期の最終
日」は、実際に回答受付を終了した日と、事前に
合意した調査実施期間の最終日のどちらを指しま
すか。また、３営業日以内に納入するローデータ
は、不正回答の除外・補充を完了し、指定サンプ
ル数を満たした確定データとの理解でよろしいで
しょうか。

実際に回答受付を終了した日を指します。
また、納入いただくローデータは、ご認識の
とおり、不正回答の除外・補充を完了し、指
定サンプル数を満たした確定データとなりま
す。

8 仕様書 第５及び６ ２ページ

各セルの指定数は、不正回答等を除外した後の有
効回答数との理解でよろしいでしょうか。また、
調査終了後に不正回答が判明した場合、補充の期
限はありますか。

ご認識のとおり、指定数は、不正回答等を除
外した後の有効回答数となります。
また、調査終了後に不正回答が判明した場合
の補充については、期限を定めてはいません
が、速やかにご対応いただくようお願いする
ものになります。

9 仕様書 第７、８及び９
３～４
ページ

４年間の各調査について、調査票・割付・集計仕
様は原則同一でしょうか。年度ごとの変更が想定
される場合、その範囲及び確定時期をご教示くだ
さい。

基本項目は原則変更はありませんが、その他
の項目については年度ごとに変更が生じる見
込みとなります。確定時期は協議の上、決定
していくことを想定しています。

10 仕様書 第９ ４ページ

成果物として明記されたローデータ及びクロス集
計表のほかに、単純集計表、調査票、コード表、
ウェイト値・算出根拠、報告書又は考察資料の納
入は必要でしょうか。

必須の成果物は、仕様書に記載されているも
のとなります。

「認知状況等調査業務　一式」の質問に対する回答


